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局名 設置場所 局名 設置場所 局名 設置場所　★ NEW
吉浦 吉浦公民館地内 上梅沢 上梅沢公民館付近 加島町 第１分団詰所地内
笠木 笠木公民館地内 有金 国道８号線路肩 常盤町 第２分団詰所地内
荒俣 荒俣公民館地内 堀江 堀江公民館付近 柴 第３分団詰所地内
坪川 坪川保育所地内 赤浜 中加積地区公民館地内 曲渕 浜加積分団詰所地内
高月 フットボールセンター富山地内 小林 小林公民館地内 追分２ 早月加積分団詰所地内
菰原 菰原地内八幡社付近 栃山 栃山公民館地内 大崎野２ 東加積分団詰所地内

沖田新 沖田新下島公民館地内 大榎 大榎公民館付近 上島 西加積分団詰所地内
上小泉 上小泉東交差点付近 栗山 栗山公民館地内 下大浦 下大浦小型詰所地内
柳原 柳原公民館地内 上大浦 旧上大浦公民館地内 開 開小型詰所地内
野町 旧野町公民館地内 大崎野 一般県道堀江魚津線路肩 田林 富士神社付近

北野西 北野西部交差点付近 改養寺 改養寺公民館付近
追分 追分会館地内 安田 安田公民館付近
大島 大島公民館地内 本江 山加積地区公民館地内
大掛 大掛公民館付近 東福寺開 大崎野用水路脇
北野 北野公民館地内 中野 中野神明社付近
中塚 北加積地区公民館地内 東福寺野 青雲閣グラウンド地内
宮窪 宮窪公民館地内 蓑輪 みのわテニス村地内
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Point １
聞こえにくい
地域の解消！

Point ２
火災サイレン
　が復活！

　屋外拡声子局を従来の 34 カ所に加え、
消防分団詰所など 10 カ所に設置し、一部
のスピーカーを高性能化させました。
＜町内会・自治会の皆さんへ＞
　従来と同様、各子局の柱にあるマイクやチャイムを使用して、
直接放送することもできるので、訓練の際などにご活用ください。
※緊急時以外は、事前に総務課へ届出が必要です。
使い方はマイクの収納ボックスに入っている説明書でご確認く
ださい。収納ボックスは、現在お使いの鍵で開閉できます。

　「火災サイレンをぜひ復活してほしい」
との強い要望が町内会・自治会や消防団な
どから数多く寄せられていました。
　これを受け、今回整備した防災行政無線
の屋外拡声子局（全 44 カ所）のスピーカ
ーから今後、火災サイレンを鳴らします。

Ａ��消防団員は、市内各地で勤務
（居住）しており、いつも火災
発生現場近くにいる訳ではあ
りません。地域の安全・安心の
ため、勤務中・就寝中・外出中
など、いかなるときも、いち早
く情報をキャッチして出動しなければなりま
せん。火災サイレンを市内全域で鳴らすこと
は、一刻も早い消火を実現する上で、とても
重要なのです。

Ｑ��火災サイレンは火災発生現場の地域だけ
で鳴らせば十分なのでは？

＜地域の皆さん・スピーカー付近にお住まいの皆さんへ＞
　火災発生時は、昼夜問わず市内全域でサイレンが鳴り、就
寝時などは不快に感じる場合もあると思いますが、迅速な消
防活動のため、ご理解をお願いします。

　防災行政無線の放送内容は、状況に応じて電子メールでも配信します。
➊緊急速報メール
　配信内容…避難情報発令、地震速報など　　配信対象…配信時刻に市内にある携帯電話・スマートフォンに強制配信（登録不要）
❷滑川市メール配信サービス
　配信内容…気象情報、災害発生情報、クマ出没情報など　　配信対象…登録者のみに配信（配信時刻に市外にいても受信可能）

そ の 他 の 情 報 伝 達 手 段 （ 電 子 メ ー ル ）
❶防災ラジオで放送を聞く
　従来と同様、防災ラジオ（アナログ式）をご利用いただけます。
必要な方のため、新たに100台（１台2,000円）用意しました
ので、購入を希望する方は、総務課窓口でお申し出ください。
❷市ホームページで放送内容を確認する
❸電話応答サービスで放送内容を確認する
　☎４７５－５０５０にダイヤルすると、防災行政無線の放送内容が確認できます。
　※同時に８回線までつながります。なお、ご利用の通信会社の通話料金がかかります。

そ れ で も 聞 こ え に く い 場 合 は …

�なお、火災サイレンを聞いて「市内のどこで火災が発生しているか」
を確認したい場合は、専用ダイヤル（☎ 475-9999）をご利用くだ
さい。消防活動の妨げとなりますので、単に発生場所を確認するため
に119番へ問い合わせることは、控えてください。

問合せ先　総務課（内線214）

※滑川市メール配信サービスの登録方法…
　右記のＱＲコードを読み取り、空メールをお送りください。
　ＱＲコードを読み取れない場合は、空メールを「t-namerikawa@sg-m.jp」宛てにお送りください。


